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＜報告事項＞令和７年度事業報告 

 

 

 

令 和 ７ 年 度 事 業 報 告 書 

 

（一社）東京都産業資源循環協会は、東京都と緊密に連携しながら、東京から排出される

産業廃棄物の適正処理及び資源循環の推進に取り組んでいる。  

令和７年度、協会はリチウムイオン電池火災問題に積極的に取り組み、都における対策等

を実現した。災害廃棄物対策についても都、区、市の取組に参画し、マニュアル策定等に協

力した。また、サーキュラー・エコノミ―への移行が推進されるなか、資源循環を高めるよ

り高度な中間処理を目指し諸活動に取り組んだほか、脱炭素化やトレーサビリティ向上をめ

ざしたＤＸ化の推進にも取り組んだ。さらに、労働災害防止の活動に力を入れ成果を上げた

ほか、人材確保のための新しい試みにも取り組んだ。  

 

１．適正処理・資源循環推進事業  

(1)  調査研究事業 

  1)  調査研究  

法令改正や、資源循環産業の一翼を担う産業廃棄物処理業界の社会的役割等も十分

踏まえながら、適正処理の推進と循環型社会・脱炭素社会・デジタル社会の進展に向

けた調査研究を行うとともに、東京都などに対し提案・要望を行った。  

   ・（公社）全国産業資源循環連合会からの受託調査  

    ２０５０年温室効果ガス排出実質ゼロ（カーボンニュートラル）に向けて、協会会

員と排出事業者に対し、脱炭素対策の取組状況やスコープ３に係る取組の導入状況等

の調査を実施した（９～１０月）。３５９社にアンケート調査を行ったのち、１０社に

ヒアリング調査を実施した（１月～２月）。  

   ・東京都予算に関する要望活動  

令和８年度東京都予算について都議会各政党への要望活動（８月）及び東京都知事

への要望活動（１２月）を行った。これらの結果、令和８年度都予算においてリチウ

ムイオン電池火災緊急対策事業補助金等を実現した。  

  2)  普及啓発  

調査研究の成果を含め、ホームページ等により、広く一般に普及啓発を行って  

いる。  

   

(2)  研 修 事 業  

1)  一般研修事業 
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適正処理及び資源循環を広く推進していくため、協会主催や関係団体の協力を  

得ながら研修会、講習会等を実施している。  

  ① 建設廃棄物・四団体合同施設見学会・意見交換会 

     〔本協会・建設廃棄物委員会 主催〕                

参加団体  ：(一社)東京建設業協会、(一社)東京建物解体協会、(一社)東京都

中小建設業協会、(一社)東京都産業資源循環協会 建設廃棄物委

員会 

期  日  ：令和７年１０月１０日 開催 （参加者３９名）              

見 学 先  ：株式会社丸幸（バーチャル施設見学） 

意見交換相手：東京都環境局、都市整備局、 

（公財）日本産業廃棄物処理振興センター 

内   容  ：・コンクリート塊等の資源循環 

・資源循環とＤＸ 

・再生砕石と汚泥の利用活用と促進 

・リチウムイオン電池の取り扱い 

・電子マニフェストの追加項目について 

            

② 医療廃棄物適正処理研修会 

〔本協会/東京都環境局/(公社)東京都医師会 主催 〕     

研修会の開催に代えて、東京都医師会のホームページ上に関係団体から提供さ       

れる資料を一定期間掲載することになり、医療廃棄物委員会で資料を作成し提供      

した（資料掲載期間：令和８年３月１日～３月３１日）。 

                                               

2)  講習会事業（許可申請等に関する講習会）  

東京都内で実施される許可申請に関する収集・運搬課程、処分課程及び特別管理

産業廃棄物管理責任者の講習会を、実施機関である(公財)日本産業廃棄物処理振興

センターに協力し、多くはＷｅｂ申込によるオンライン学習の後、会場で試験を受

ける方法で実施する。なお、（対面）とあるのは、会場で講義・試験を行う方法で実

施するもの。 

 

①  新規許可申請講習会                      １，１７２名 

ｱ 産業廃棄物の収集・運搬課程 

  令和７年 ５月  １回 開催  １３７名   

  令和７年 ７月   １回 開催  １３０名   

  令和７年１０月  １回 開催  １３２名   

  令和７年１１月    １回 開催 (対面 )  １３８名   

  令和７年１２月    １回 開催  １２３名   

  令和８年 ２月    １回 開催 (対面 )  １３８名   
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ｲ 産業廃棄物の処分課程 

  令和７年 ６月    １回 開催  ９６名  

      

ｳ 特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 

  令和７年 ６月   １回 開催 １１０名   

  令和７年 ９月   １回 開催 (対面 ) ５８名   

      

ｴ 特別管理産業廃棄物の処分課程 

  令和７年 ７月   １回 開催    ７０名  

  令和７年１０月   １回 開催 (対面 ) ４０名  

      

②  更新許可申請講習会                       １，７８６名 

ｱ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 

  令和７年 ４月    ２回 開催  ２７３名   

  令和７年 ５月    １回 開催  １４３名   

  令和７年 ６月    １回 開催  １４１名   

  令和７年 ７月    １回 開催  １４１名   

  令和７年 ７月    １回 開催 (対面 )  １３８名   

  令和７年 ９月    １回 開催      １４１名   

  令和７年１１月    １回 開催  １４０名   

  令和７年１２月   １回 開催  １３７名  

  令和８年 ２月   １回 開催 (対面 ) １４７名  

  令和８年 ３月   １回 開催  １４４名  

  令和８年 ３月    １回 開催 (対面 )  １４４名   

        

ｲ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の処分課程 

  令和７年１０月 １回 開催 ９７名   

        

③   特別管理産業廃棄物管理責任者講習会              １，９７９名 

  令和７年 ４月   ２回 開催  ２６９名   

  令和７年 ５月   ２回 開催  １８３名   

  令和７年 ６月    １回 開催  １３５名   

  令和７年 ７月    １回 開催  １３８名   

  令和７年 ７月    １回 開催 (対面 )  １４１名   

  令和７年 ９月    １回 開催  １３３名   

  令和７年１０月    １回 開催 (対面 )  １４４名   

  令和７年１１月    １回 開催  １３６名   

  令和７年１１月      １回 開催 (対面 )  １３９名   

  令和７年１２月    １回 開催 (対面 )  １４０名   

  令和８年 ２月    １回 開催  １４３名   

  令和８年 ３月    １回 開催  １４１名    

  令和８年 ３月    １回 開催 (対面 )  １３７名   

④   特別管理産業廃棄物管理責任者講習会（医療関係機関等対象）  １３２名 

  令和７年１２月    ７２名   

  令和８年 ２月    ６０名   
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⑤   ＰＣＢ廃棄物の収集運搬作業従事者講習会                     ４５名 

  令和７年１２月    ４５名    

 

(3)  相談指導事業    

会員その他業界関係者、一般企業や都民からの産業廃棄物の処理業者の紹介、斡旋

に関する協会への問い合わせに的確に対応した。  

令和７年度の相談実績（４月～３月）         

 

２．環 境 対 策 事 業  

(1) 環 境 活 動 

なし 

 

(2) 環境対策事業  

なし 

 

(3) 災害廃棄物対策事業 

   ・東京都環境局に新設された災害廃棄物対策専門課長と「東京都災害廃棄物処理計画」

及び「特別区災害廃棄物処理対策ガイドライン実効性向上に向けた提案書」について

意見交換を行った（６月） 

・特別区清掃リサイクル課長会の災害廃棄物処理対策検討会に参加し、「特別区災害

2,983 件の内訳 

Ⅰ．問合せ者の内訳  Ⅱ．紹介先の内訳 

内   訳 件数  内   訳 件数 

①  産廃処理業関係 113  ①  会員を紹介 2,353 

排
出
事
業
者 

②  建設業関係 64  ②  各自治体 

(清掃事務所等) 
232 

③  行政関係 

(区市町村) 
52  ③  粗大ごみ受付センター 

家電リサイクル受付センター 
42 

④  医療機関 156  ④  リサイクル関連団体 33 

⑤  一般都民 1,418  ⑤  東京都(法律相談等) 136 

⑥  その他 1,180  ⑥  ＪＷセンター 84 

    ⑦  飛沫防止パーテーションのリサイクル  9 

    ⑧  その他 94 
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廃棄物対策ガイドライン」の見直しについて協議した（７月、９月、１０月、１２月、

２月） 

・練馬区と災害廃棄物の一次仮置場運営に関する協定書について協議を進め（９月）、

協定書を締結した（３月） 

・東京都が多摩地域の２地区（浅川清流環境組合管内、小平・村山・大和衛生組合管

内）で進める災害廃棄物合同処理マニュアル策定のための関係者会議に出席し協議に

参加した（９月、１１月、１月、２月） 

  ・小金井市、日野市、国分寺市の３市と、災害廃棄物の処理等に関する協定について

協議を進めた（１０月） 

 

３. 普 及 事 業  

(1) 普 及 事 業 

1) 普及・広報活動 

    協会の社会的意義や取組状況などを、機関誌「とうきょうさんぱい」をはじめ、

ホームページ等で紹介し、広報に努めた。 

 

2) 図書等の有償頒布 

               有償頒布図書          （４月～３月） 

建設廃棄物処理委託契約書          ３６０部 

建設廃棄物処理委託契約書様式及び記入例      ３４部 

  

3)  産業廃棄物管理票（マニフェスト）普及事業 

廃棄物処理法で義務づけられている、産業廃棄物管理票（マニフェスト）につい

て、(公社)全国産業資源循環連合会及び建設六団体副産物対策協議会から受託し販

売した。 

また、電子マニフェストシステムについては、電子マニフェストの運用を円滑に

行うための「電子マニフェスト用産業廃棄物送り状（受渡確認票）」〔 (公社)全国産

業資源循環連合会 発行〕の販売を行った。 

 

                     産業廃棄物管理票普及実績       （４月～３月） 

種  類 単 票 連続票 計 

産業廃棄物 
直行用 117,900 セット 98,000 セット 215,900 セット 

積替用 16,200 セット 18,500 セット 34,700 セット 

建 設 系 廃 棄 物 178,900 セット 193,500 セット 372,400 セット 

合   計       623,000 セット
*
 

＊対前年度比  ７８％ 
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電子マニフェスト用産業廃棄物送り状頒布実績   （４月～３月） 

電子マニフェスト用産業廃棄物送り状（受渡確認票） 20,800 セット 

＊対前年度比 １０８％ 

                          

(2) 機関誌の発行事業 

協会における基本的な情報伝達手段である、機関誌「とうきょうさんぱい」は第４１ 

６号から第４２７号を発行した。 

 内容は、協会、(公社)全国産業資源循環連合会、環境省、東京都の動向等を中心に確

実性と速報性に富んだものとして誌面の充実を図った。 

<主な記事>   

①   第４１６号 ＤＸ推進事業など協会要望事項が予算化 

      東京都令和７年度予算 

②   第４１７号 東京都環境局・八王子市 

      産業廃棄物担当等関係職員の就任ご挨拶 

③   第４１８号 ［第１３回 定時総会を開催］ 

令和６年度 事業報告、決算を承認 

令和７年度 表彰式 ４部門で７社１３名が受賞                       

④   第４１９号 新入会員と協会役員との懇談会 

⑤   第４２０号 [多摩支部だより] 

令和７年度 多摩支部会・研修会を開催 

⑥   第４２１号 令和８年度 東京都予算で要望活動 

⑦   第４２２号 [収集運搬委員会] 

「採用設計＆面接官トレーニングセミナー」を開催 

⑧   第４２３号 [建設廃棄物委員会] 

        「四団体合同施設見学会・意見交換会」を開催 

⑨   第４２４号 令和７年度 国内処理施設見学研修会 

       「第１回資源循環と環境を考える全国大会」 

⑩   第４２５号 新年のご挨拶 会長／東京都環境局長 

⑪   第４２６号 第２回 安全衛生推進大会 ／ 令和８年 賀詞交歓会 

⑫   第４２７号 令和８年度 事業計画及び予算決まる 

 

(3) 会 員 事 業 

1) 会員研修事業 

会員企業における、経営基盤の安定、法令の習熟、廃棄物処理知識の充実、資質

の向上を図るため、経営者レベル、実務者レベルなど各職層に合わせた研修会､  講

習会を実施した。 

①  国内処理施設見学研修会                    

期 日 ： 令和７年１０月３０日              １６名 

見学先 ： 株式会社マテック 苫小牧支店 ＳＲ工場（北海道苫小牧市） 

 

②  産業廃棄物収集運搬業のための採用設計セミナー 

第２弾｢採用設計＆面接官トレーニングセミナー｣ 

〔収集運搬委員会主催 〕 
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期 日 ： 令和７年９月４日  ３５名    

内 容 ： 採用設計編：会社・社員の魅力を引き出す手法について 

面 接 編：イマドキの面接～定着までの流れについて 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ編：自社の魅力を考え、他社と意見交換 

成功事例編：実際にうまくいった秘訣について 

講 師 ： 株式会社ＬＩＧＯ 

場 所 ： エッサム神田ホール２号館（千代田区）  

 

③   エコドライブ研修会                           

〔収集運搬委員会主催 〕 

期 日 ： 令和７年１０月３日  ２１名    

内 容 ： 走行体験 ＜通常運転＞ 

座学講習 ＜省燃費運転のポイント＞ 

走行体験 ＜省燃費運転＞ 

省燃費結果報告 

EDSS/PCS 概要説明・体験試乗 

講評 

講 師 ： 日野自動車株式会社 お客様テクニカルセンター 

場 所 ： 日野自動車株式会社 羽村工場  

 

④  「リチウムイオン電池の適切なリサイクルについて」オンラインセミナー                           

〔中間処理委員会  破砕・圧縮分科会主催 〕 

期 日 ： 令和７年７月７日 １１３名 

内 容 ： リチウムイオン電池処理について 

講 師 ： （一社）ＪＢＲＣ、松田産業株式会社 

場 所 ： 協会会議室  

 

   ⑤ 医療廃棄物研修会  

 〔医療廃棄物委員会 主催 〕 

期 日 ： 令和７年１１月１４日 ２９名 

内 容 ： 日本の医療・東京医療の展望について 

講 師 ： （公社）東京都医師会 会長 

場 所 ： アジア会館  

 

2) 会員交流・増強事業 

① 会員の連携強化と協会の活性化を図るため、総会後の懇親会（５月２９日）を

開催した。また、部門別においても、多摩支部、青年部、女性部が諸活動を積極

的に行った。 

 ② 会員数の維持・増加を図るため、入会希望者に対して丁寧な説明を行うなど、

あらゆる機会を活用して会員数の維持・増加に努めた。 

また、新入会員から協会への要望等を聞くため、協会役員との意見交換会を６

月１１日、１１月５日に開催した。 
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会 員 数 の 推 移 

 正 会 員 賛助会員 計 

令和７年３月末日会員数 534 73 607 

令和７年４月１日会員数 533 73 606 

令和７年度 入会者数 4 12 16 

〃   退会者数 18 6 24 

令和８年３月末日会員数 520 80 600 

  

③  関係団体との協力では、(公社)全国産業資源循環連合会、関東地域協議会の

諸活動に参画し、積極的に情報交換等を行っている。また、排出事業者等の諸

団体と適正処理の推進と業界発展に向け、協力・交流を継続した。 

 

3) 顕彰・表彰事業 

令和７年５月２９日、第１３回定時総会に引き続き表彰式を執り行い、『功労者』

３名、『優良事業所』６社、『優良従事者』１０名、『安全衛生・安全衛生推進委

員長賞』１事業所を表彰した。 

 

4) 人材の確保に向けた採用支援 

①  人材確保プロジェクト  

・６月３日、７月２２日に会議を開催した。令和７年度の具体的な活動内容等に

ついて協議し、「若手社員のためのスーパーエコタウン研修会《第３回》」及び

初の取組として「会員企業人事担当者と大学キャリアセンター担当者の意見交

換会」を同時開催することを決定した。９月２４日の会議では、メンバーの役

割分担を決め、当日の運営等について確認した。  

・１０月２３日、スーパーエコタウン（大田区城南島）の会員企業施設において

「若手社員のためのスーパーエコタウン研修会《第３回》」及び「会員企業人

事担当者と大学キャリアセンター担当者の意見交換会」を開催した。参加者は

会員若手社員３７名、会員人事担当者１２名、大学関係者５名であった。（機

関誌第４２５号に報告記事掲載） 

・２月２４日、「育成就労制度」「特定技能制度」について、２０２７年４月から

資源循環分野が対象に追加されることを受け、関連する団体より講師を招き、

正会員向けオンラインセミナー「外国人材の円滑な受入れについて」を開催し

た。約５０名が参加。セミナー終了後の会議では、令和８年度の活動内容等に

ついて検討した。 

②   業界別人材確保強化事業（カスタマイズ支援）  

東京都と（公財）東京しごと財団が連携して人材確保の課題解決を図り、

中小企業を支援する本事業に会員企業１１社が参加、協会はこの取組を支援し

た。  
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・１２月４日、fabbit 会議室丸の内ホールＡにてキックオフセミナーを開催し、

オンライン参加者を含め２１名が参加した。 

・人材確保の専門家が１１社を個別に訪問し、課題解決を図るコンサルティン

グを計２２回実施した。 

 

 

４．管 理 運 営    

 (1)  総 会 （１回）  

 第１３回定時総会  期 日 ： 令和７年５月２９日  

           場 所 ： 東京プリンスホテル（港区） 

           議 案 ： ①令和６年度事業報告 

②令和６年度決算報告承認の件 

③監事選任の件 

           出席者 ：３５７名（委任状・議決権行使書を含む） 

 

(2)  理事会 （定例会９回） 

第 ９７ 回理事会 期 日 ： 令和 ７年 ４月 ９日 

第 ９８ 回理事会 期 日 ： 令和 ７年 ５月１３日  

第 ９９ 回理事会 期 日 ： 令和 ７年 ６月１１日 

第１００回理事会 期 日 ： 令和 ７年 ７月 ９日 

第１０１回理事会 期 日 ： 令和 ７年 ９月１０日 

第１０２回理事会 期 日 ： 令和 ７年１１月１２日 

第１０３回理事会 期 日 ： 令和 ７年１２月１０日 

第１０４回理事会 期 日 ： 令和 ８年 １月１４日 

第１０５回理事会 期 日 ： 令和 ８年 ３月１１日 

 

(3)  常任理事会 （１０回） 

    令和７年  ４月９日、４月２４日、５月１３日、７月９日、９月１０日、 

１１月１２日、１２月１０日 

令和８年  １月１４日、３月１１ 日、３月２４日 

 

(4)  第２回安全衛生推進大会 

〔企画・運営 安全衛生推進委員会〕 

期 日 ： 令和８年１月２６日（月）開催 

場 所 ： ホテルニューオータニ（千代田区） 

出席者 ： １４７名 

来 賓 ： 東京労働局 労働基準部 安全課長 
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講 演 ： 産業廃棄物処理業における 

労働災害防止対策について 

【講師】東京労働局 労働基準部 

 安全課 地方産業安全専門官 

 

(5)  協会事務運営 

1) 会費の集金事務 （自動振替のすすめ） 

正会員会費の「預金口座振替制度」は以前から実施していたが、協会事務の効率

化と請求書発送料等通信運搬費の削減のため、原則預金口座からの自動引き落とし

とすることを令和元年７月の理事会で決定した。令和８年３月３１日現在、８２％

の正会員が自動振替となっている。 

 

2) 会員への電子メールによる情報提供 

情報提供の迅速化、複数回の連絡による周知徹底等のために、電子メールによる

情報提供を進めた。 

     ３月末日現在でメールアドレスを登録いただいた正会員は８９％、賛助会員は８

６％である。 

 

 

５．委員会・部会活動    

(1) 総務委員会 

①  １１月１２日に委員会開催 

②  ３月２４日に委員会開催 

 

(2) 法制度検討委員会 

①  ４月２５日、６月２３日、７月１８日、１０月２４日、２月２０日に委員会を開

催した。 

②  省令改正に伴う電子マニフェストの新入力項目（再生利用割合や最終処分場詳細

等）への実務負担軽減のため、（公財）日本産業廃棄物処理振興センター（JWNET）

の担当者を招致し、具体的な操作方法やパターンの活用に関する講習会を開催し

た。 

③  一部のホームビルダーによる廃棄物実量に基づかない「坪単価・平米単価」での

不適切な契約（逆単価問題）について、法的見解の整理を行い、（公社）全国産業

資源循環連合会を通じて環境省へ指導・通達を要請する方針を決定した。 

④  リチウムイオン電池混入による火災リスクに関し、東京都のモデル契約書に排出

事業者の賠償責任条項を盛り込むよう要望を行うとともに、長期的には製造者責

任に基づく基金設立や法整備を国へ働きかけることとした。 

⑤  産廃・特管の許可申請日の統一について議論を行った。 
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 (3) 広報委員会 

機関誌「とうきょうさんぱい」の発刊 

①  機関誌発刊のため、毎月１回（年１２回）委員会を開催した。 

②  法令関係等会員各位へ迅速にお知らせすべき事柄に注力した。 

③  協会主催の行事内容については詳細に伝達した。 

④  協会各役員の協会運営への施策について伝達した。 

⑤  資源循環情報等、会員各位の事業紹介について原稿を募集した。 

⑥  会員読者の誌面への参加を求めた。 

⑦  カラーページの広告掲載を開始した。 

 

(4)  安全衛生推進委員会 

①  ６月１８日、１１月２６日、３月２６日に委員会を開催した。 

②  安全衛生推進大会の企画・運営を主導し、参加者の理解促進と安全意識向上に寄

与した。（１月２６日開催） 

③  協会名入り熱中症対策ポスターを会員各社に配布した。（５月） 

④   ヒヤリハット事例を協会機関誌に毎号掲載した。東京局内の労働災害発生件数速

報値も同時に掲載した。（８月よりカラーページ） 

⑤  安全衛生標語の募集を行った。（９月）（1 月安全衛生推進大会で表彰式） 

⑥  「SAFETY IDEA ♡ 東産協」会員各社の安全衛生取組事例の募集を行った。 

（９～１０月） 

⑦  厚生労働省主催の「SAFE コンソーシアムアワード」へ応募した。（１１月） 

⑧  東京労働局との合同安全衛生パトロールを行った。（１０月７日） 

⑨  安全衛生活動の現状調査を行った。 

（１２月に全正会員５２６社へ郵送した。回答２７７社、回答率５２．７％） 

 

(5) 災害廃棄物委員会 

   特別区の災害廃棄物ガイドラインの見直し及び多摩２地区での災害廃棄物合同処理

マニュアルの検討に参加したほか、練馬区及び日野市・国分寺市・小金井市との災害

廃棄物処理協定について協議を進め、３月に練馬区と協定を締結した。１２月に委員

会を開催した。 

① ６月２３日 東京都災害廃棄物専門課長と意見交換を開催 

② ７月２２日 特別区清掃リサイクル課長会から災害廃棄物処理対策検討会

への参加依頼 

③ ９月 ３日 特別区第２回災害廃棄物処理対策検討会作業部会 



12 

 

④ ９月 ４日 浅川清流環境組合合同処理マニュアル策定へ向けた第１回関

係者会議 

災害廃棄物合同処理マニュアルについて協議 

⑤ ９月１２日 小平・村山・大和衛生組合合同処理マニュアル策定へ向けた

第１回関係者会議 

災害廃棄物合同処理マニュアルについて協議 

⑥ ９月３０日 練馬区と一次仮置場の運営委託について協議 

⑦ １０月 ６日 日野市・国分寺市・小金井市と災害廃棄物処理協定について

協議 

⑧ １０月１０日 特別区第３回災害廃棄物処理対策検討会作業部会 

⑨ １１月１２日 小平・村山・大和衛生組合第２回関係者会議 

⑩ １１月２１日 浅川清流環境組合第２回関係者会議 

⑪ １２月 ２日 特別区第４回災害廃棄物処理対策検討会作業部会 

⑫ １２月 ４日 災害廃棄物委員会を開催 

特別区災害廃棄物処理ガイドライン、練馬区一次仮置場運営

協定、日野・国分寺・小金井市災害廃棄物処理協定、多摩２

地区の合同処理マニュアル等について協議した 

 

⑬  １月２９日 浅川清流環境組合第２回関係者会議 

⑭  ２月 ２日 小平・村山・大和衛生組合第３回関係者会議 

⑮  ２月 ４日  特別区第４回災害廃棄物処理対策検討会・第５回災害廃棄物処理対

策検討会作業部会（合同会議） 

⑯  ３月２７日 練馬区と「災害時における一次仮置場の運営に関する協定書」を締

結 

 

(6) 収集運搬委員会 

①  ５月１２日、６月２５日、１１月２１日、１２月１２日、２月１０日に 

委員会を開催した。 

②  ６月２５日の委員会内で、講演会および意見交換会を行った。 

【テーマ】東京都２０５０年 CO2 排出実質ゼロに向けた最新の動向と 

今後 産業資源循環業者に期待すること 

【講 師】東京都環境局資源循環推進部 資源循環計画担当部長  

③  ７月２５日～２６日に施設見学会を開催した。（株式会社吉川油脂 本社･本社工

場） 

④  ９月４日に人材確保研修会を開催した。 

⑤  １０月３日にエコドライブ研修会を開催した。 

⑥  １１月２１日の委員会内で、勉強会を開催した。 

【テーマ】理念経営について 
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【講 師】サインポスト株式会社  

                                 

(7) 中間処理委員会 

①  ６月９日に関東プラスチックリサイクル協同組合と意見交換を開催した。  

②  ９月９日にアマゾンウエブサービスジャパン合同会社で見学会と勉強会を開催し

た。  

③  破砕・圧縮分科会では、５月１４日に分科会を開催した。７月７日にオンライン

セミナーを開催した。２月１７日に分科会を開催した。１０月２０日に施設見学

会を開催した。視察先は株式会社Ｊサーキュラーシステム。（参加者１９名）  

④  焼却分科会では、９月１８日に分科会を開催した。  

⑤  中和・脱水分科会では、６月２７日、２月５日に分科会を開催した。  

⑥  １０月２０日－２１日に中和・脱水分科会と焼却分科会の合同施設見学会を開催

した。視察先は株式会社京葉興業福島事業所。（参加者５名）  

 

（8） 建設廃棄物委員会 

①  ６月４日に委員会を開催した。 

②  １０月１０日に四団体合同施設見学会・意見交換会を開催した。視察先は株式

会社丸幸（バーチャル施設見学会）。同日に東京都と四団体で意見交換会を開催

した。（参加者３９名） 

③  建設混合廃棄物分科会では、２月２４日に一都三県建設混合廃棄物意見交換会

を開催した。（参加者４３名） 

④  建設汚泥・再生砕石分科会では、２月２７日に分科会を開催した。 

 

(9) 医療廃棄物委員会 

①  ６月６日、８月２７日、１０月１日、３月６日に委員会を開催した。 

②  ９月１２日、神奈川県協会が主催となり、東京・神奈川・静岡各都県協会の医

療廃棄物委員会・部会で一都二県医療廃棄物合同懇談会を開催した。 

③  １１月１４日に「感染性許可取得会員企業向け研修会」を開催した。 

④  ３月６日に施設見学会を開催した。 

見学先：高輪ゲートウェイ バイオガス施設 

 

(10) 多摩支部 

① 多摩支部会・研修会 

６月１３日に多摩支部幹事会・支部会・研修会を開催した。  

②  研修会  

      １１月２８日に法制度検討委員会主催の高度化法の研修会を開催した。  

③  多摩支部幹事会及び適正処理意見交換会 
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２月６日に、多摩支部幹事会、多摩環境事務所廃棄物対策課と八王子市廃棄物

対策課との適正処理意見交換会を開催した。  

④  施設見学会 

３月６日～７日にコミュニケーション委員会主催で施設見学会を開催した。  

見学先：ジャパンウェイスト株式会社（横浜工場）  

 

(11)  青年部 

①  幹事会を４月２３日、５月３０日、６月２６日、７月１８日、９月５日、１０

月１４日、１１月１３日、１２月１５日、１月２７日、２月１８日、３月１３

日の計１１回開催した。 

②  ５月３０日に定時総会を開催した。また、合わせて勉強会を行った。 

③  ７月１８日に青年部部員交流会を開催した。 

④  １０月９、１０日に大阪近郊廃棄物処理施設および大阪・関西万博視察を行っ

た。 

⑤  １月２７日に青年部新春講演会・賀詞交歓会を開催した。 

⑥  １月２７日に東京都環境局との合同事業研修としてエコノバ TOKYO を開催した。

また今後、定期的に東京都環境局との連携を取り、合同事業を開催することし

た。  

 

(12)  女性部 

①  幹事会を４月２２日、５月１５日、６月６日、７月１７日、８月２１日、１０

月１５日、１１月２０日、１２月１８日、１月１９日、２月２５日、３月１９

日の計１１回開催した。 

②  ６月６日に定時総会を開催した。また、合わせて勉強会を行った。 

③  ８月２１日に女性部全体会を開催した。 

④  １２月１８日に女性部年末勉強会・懇親会を開催した。 

⑤  ２月２５日に法律勉強会を開催した。 

⑥  ３月３０日に東京都環境局による講演会を開催した。 

 


